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若
狭
の
水
郷

十
月
五
日
'
卒
業
論
文
の
息
抜
き
に
私

た
ち
四
回
生
は
1
泊
旅
行
に
出
た
｡
野
の

畔
を
彩
る
鼻
珠
沙
華
に
目
を
楽
し
ま
せ
'

眼
前
に
拡
が
る
紺
碧
の
日
本
海
に
歓
声
を

あ
げ
つ
つ
､
大
阪
か
ら
三
時
間
余
り
で
目

的
の
｢
三
万
五
湖
｣
に
着
い
た
｡
旅
行
者

の
影
も
な
い
俗
化
せ
ぬ
素
朴
さ
が
我
々
を

満
足
さ
せ
た
｡
久
々
子
湖
･
日
向
湖
･
水

月
湖
･
菅
湖
･
三
方
湖
の
五
湖
は
､
広
々

と
し
て
掘
割
や
川
で
結
ば
れ
'
遊
覧
船
で

回
れ
る
.
淡
水
湖
･
朗
水
湖
が
入
り
ま
じ

っ
て
様
々
の
養
魚
が
行
な
わ
れ
て
い
る
｡

●

●

●

●

●

菅
湖
に
生
え
た
ひ
と
も
と
薄
や
､
二
条
院

讃
岐
の
｢
わ
が
袖
は
潮
干
に
見
え
ぬ
坤
の

●

●

●

石
の
-
-
｣
の
歌
枕
坤
の
石
な
ど
の
話
が

詩
情
を
そ
そ
る
｡
下
船
し
た
都
び
た
桟
橋

わ
き
の
可
憐
な
水
草
の
花
が
印
象
的
で
あ

っ
た
｡

小
浜
市
内
で
一
泊
｡
食
後
､
先
生
方
を

囲
ん
で
楽
し
い
四
方
山
話
に
､
秋
の
夜
更

け
ま
で
打
興
じ
た
.
翌
朝
快
晴
9
若
狭
湾

か
ら
蘇
洞
門
巡
り
に
出
発
｡
海
の
空
気
を

胸
一
杯
に
吸
つ
て
の
湾
内
巡
航
は
快
適
だ

っ
た
が
'
日
本
海
は
浪
が
荒
か
つ
た
の
で

外
海
は
断
念
し
て
'
赤
礁
遊
園
地
貯
降
り

立
っ
て
日
本
海
の
景
観
を
満
喫
t
た
｡
市

内
の
妙
玄
寺
は
近
世
の
国
語
学
者
東
条
義

門
が
住
し
た
所
｡
港
口
に
は
小
浜
城
の
石

垣
が
見
え
た
｡
そ
れ
ら
は
有
志
で
自
由
に

見
学
し
た
｡
(
四
回
生
･
立
木
昌
美
記
)

嵯
峨
野

素
晴
し
い
秋
晴
の
十
八
日
'
三
回
生
は

嵯
峨
野
を
巡
っ
た
｡
原
田
･
竹
内
両
先
生

に
学
生
十
数
名
｡
ま
ず
天
龍
寺
を
訪
ね

た
｡
庭
園
や
襖
絵
を
鑑
賞
｡
推
理
作
家
水

上
勉
氏
が
来
て
'
庭
を
眺
め
て
い
た
｡
小

説
の
構
想
を
ね
つ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な

い
｡
私
た
ち
ほ
目
引
き
袖
引
き
観
察
し

た
｡
う
す
暗
い
薮
垣
の
道
を
通
り
野
の
宮

に
出
る
｡
源
氏
物
語
賢
木
の
巻
に
'
′
野
の

宮
の
六
条
御
息
所
を
光
源
氏
が
訪
れ
る
-

だ
り
が
あ
る
が
'
昔
は
さ
ぞ
わ
び
し
-
衣

し
い
所
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
｡
北
へ
線
路
を

越
え
る
と
さ
っ
と
視
界
が
明
る
-
な
り
'

小
倉
山
の
裾
が
開
け
る
｡
常
寂
光
寺
･
落

柿
合
が
あ
る
｡
門
口
の
蓑
笠
が
旅
人
芭
蕉

を
偲
ば
せ
る
｡
小
さ
な
自
然
石
に
　
｢
去

来
｣
と
の
み
刻
ま
れ
た
俳
人
去
来
の
基
の

前
に
'
誰
が
供
え
た
か
赤
い
-
ン
ゴ
が
一

つ
置
か
れ
て
い
た
｡
砥
王
寺
を
経
て
滝
口

寺
で
昼
食
.
清
涼
寺
･
厭
離
庵
･
最
後
に

大
覚
寺
を
訪
ね
た
｡
挿
花
の
本
山
嵯
峨
流

の
家
元
で
あ
っ
て
､
活
気
が
あ
り
立
派
だ

っ
た
｡
昨
夜
月
見
の
宴
が
あ
つ
た
と
い
う

屋
形
舟
が
大
沢
の
池
に
浮
か
ん
で
い
た
｡

私
た
ち
は
池
畔
を
巡
っ
て
眺
め
を
ほ
し
い

ま
ま
に
し
た
｡
素
朴
で
優
に
や
さ
し
-
I

艶
に
も
の
さ
び
た
秋
の
嵯
峨
野
の
風
趣
を

終
日
味
わ
っ
た
快
よ
い
行
楽
の
一
日
で
あ

っ
た
｡
　
　
(
三
回
生
･
福
岡
温
子
記
)

Osaka Shoin Women's University Repository



-72-

弘
川
寺

十
八
日
'
私
た
ち
二
回
生
は
葛
城
山
麓

に
西
行
の
遺
跡
を
訪
ね
た
｡
　
安
田
先
生

も
ど
一
緒
｡
近
鉄
上
の
太
子
駅
で
下
車

し
'
田
舎
道
を
彩
る
鈴
な
り
の
柿
に
目
を

楽
し
ま
せ
つ
つ
､
孝
徳
天
皇
御
陵
を
経
て

高
貴
寺
に
つ
-
｡
安
永
年
間
慈
雲
律
師
が

在
住
し
て
栄
え
た
由
だ
が
､
今
は
訪
れ
る

人
も
な
-
静
か
で
あ
る
｡
高
貴
寺
か
ら
山

間
の
小
部
落
を
抜
け
て
'
西
行
終
蔦
の
地

弘
川
寺
に
つ
い
た
｡
予
想
以
上
に
広
く
美

し
く
す
が
す
が
し
か
つ
た
｡
裏
山
に
西
行

の
歌
碑
が
あ
っ
た
｡
｢
仏
に
は
桜
の
花
を

た
て
ま
つ
れ
我
が
後
の
世
を
人
と
ぶ
ら
は

ば
｣
を
佐
々
木
信
綱
博
士
が
書
い
て
い
る

私
は
｢
ね
が
は
-
は
花
の
も
と
に
て
春
死

な
む
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
頃
｣
を
思

い
浮
か
べ
て
し
ば
し
感
慨
に
ふ
け
っ
た
｡

(
中
平
雅
子
記
)

西
行
を
語
り
て
や
ま
ぬ
老
僧
に
木
の
問

を
洩
る
る
秋
の
陽
輝
や
く(橋

本
法
子
作
)

国

文

学

会

総

会

(
昭
和
三
十
七
年
度
)

十
1
月
六
日
午
前
十
時
か
ら
'
本
学
学

内
で
次
の
よ
う
な
順
次
で
開
催
し
た
｡

講

　

　

演

通
じ
る
話
し
方
｡
通
じ
な
い
話
し
方

徳
田
ミ
チ
子

さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
｡
ま
た
､
研
究

発
表
も
､
本
年
度
の
卒
業
生
の
芝
西
さ
ん

と
四
回
生
の
戸
松
さ
ん
と
に
よ
っ
て
お
こ

な
わ
れ
'
そ
れ
ぞ
れ
に
有
益
で
あ
っ
た
｡

卒
業
生
の
参
会
者
も
あ
り
'
た
の
し
い
1

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
｡

昭
和
三
十
七
年
度
卒
業
論
文
題
目

研
究
発
表

島
崎
藤
村
論

四
季
派
の
掃
情
誌

芝
西
　
房
美

戸
松
夫
佐
子

徳
田
さ
ん
は
本
学
第
一
回
の
卒
業
生

で
'
現
在
N
H
K
の
大
阪
放
送
劇
団
に
所

属
さ
れ
て
い
る
方
'
ま
た
'
か
た
わ
ら

｢
話
し
方
教
室
｣
を
主
宰
さ
れ
て
も
い
る

方
で
'
そ
の
巧
み
な
話
術
と
ゆ
た
よ
な
内

容
と
に
は
､
参
会
者
一
同
'
大
い
に
啓
発

柿
本
人
麿
研
究

今
昔
物
語
研
究

紫
式
部
日
記
研
究

晴
姶
日
記
を
中
心
と
し
た

平
安
日
記
文
学
の
研
究

林
芙
美
子
論

井
原
西
鶴
論

与
謝
野
晶
子
論

落
窪
物
語
の
引
歌

禅
と
日
本
芸
術

有
島
武
郎
論

田
山
花
袋
論

有
光
美
紀
子

井
上
智
世
子

井
上
　
礼
子

内
田
　
道
子

江
戸
紀
代
美

江
見
　
　
紀

尾
崎
　
明
美

大
迫
　
信
子

岡
本
　
可
子

金
丸
三
重
子

川
上
　
孝
子
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小
川
未
明
研
究

徒
然
草
研
究

近
松
門
左
衛
門
の
人
と
作
品
北
村
　
英
子
　
現
代
文
章
論

絹
谷
　
範
子
　
枝
光
利
一
論

中
根
千
賀
子

中
野
　
裕
子

鴎
外
の
作
品
と
そ
の
社
会
的
影
響
和
田
美
穂
子

国
木
田
独
歩
研
究

小
林
1
茶
研
究

九
条
武
子
研
究

泉
鏡
花
の
描
-
女
性
像

武
者
小
路
実
篤
論

岡
山
県
笠
岡
市
の
方
言

太
宰
治
論

平
家
物
語
研
究

風
雅
集
研
究

小
鍛
治
三
恵

小
谷
　
明
子

小
林
　
信
子

高
津
　
嘉
枝

近
藤
　
久
子

阪
谷
　
芳
英

清
水
　
靖
子

重
村
　
浩
子

杉
本
　
登
代

田
畑
瑳
千
子

古
代
日
本
語
の
形
容
詞
　
西
岳
千
寿
子

谷
崎
潤
1
郎
｢
細
雪
｣
と
源
氏
物
語

馬
上
　
忠
子

芭
蕉
と
蕪
村
と
の
表
現
の
比
較谷
口
　
典
子

堀

辰

雄

研

究

　

　

　

　

　

都

築

　

和

子

欺
石
文
学
に
お
け
る
女
性
像
寺
井
　
保
恵

永

井

荷

風

論

　

　

　

　

　

寺

戸

　

立

子

散
文
詩
試
論
-
冨
永
太
郎
の
世
界
1

戸
松
夫
佐
子

近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
研
究

徒
然
草
研
究

上
田
秋
成
論

有
島
武
郎
論

森
鴎
外
論

堤
中
納
言
物
語
研
究

夏
目
軟
石
｢
行
人
｣
研
究

万
葉
集
用
字
法
の
研
究

吉
井
勇
論

室
生
犀
星
論

上
田
秋
成
論

浜
崎
　
博
子

浜
詰
　
祥
子

原
　
　
和
子

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
第
十
五
回

夏
季
公
開
講
座

児
童
文
学
の
歴
史
的
展
開
及
び
そ
の

森
鴎
外
論

中
西
美
砂
子

文
学
性

井
原
西
鶴
論

芭
蕉
研
究

立
原
道
造
論

宮
本
寿
嘉
子

山
崎
　
邦
子

山
下
　
紀
子

吉
田
　
玲
子

右
の
講
座
に
お
い
て
'
国
文
学
関
係
で

は
'
次
の
と
お
り
講
演
が
あ
っ
た
｡

七
月
十
五
日

わ
が
国
の
長
篇
物
語
に
つ
い
て
原
田
　
芳
起

七
月
十
九
日

｢
猿
蓑
｣
鳶
羽
連
句
鑑
賞
細

川

　

　

馨

七
月
二
十
日

源
氏
物
語
の
人
間
像
に
つ
い
て
武
田
　
宗
俊
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